










































































































































































































氏　名 年　齢（調査時） 性　別 「ふだん記」を知った年（参加年）
小林薫氏 80代半ば 女 1979年３月（同年の「逢う日語る日」）
金
こん
幹子氏 80代半ば 女 1981年11月（同上）
橋本和子氏 70代前半 女 1969年秋頃（ガリ版刷頃より）
張山てる子氏 60代後半 女 1990年８月頃（1990年11月初投稿）
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